
　　　　

令和６ 年 12 月 17 日

時 時 あり

時 なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
季節の行事（夏祭り、ハロウィン、クリスマス等）、スポーツ施設でサッカーや運動遊び、中庭でプール遊び（夏季休暇中）、市内外へ外出、買い物支援、
保護者講演会、愛誠祭り

放課後

家族支援
・保護者会の開催や進路についての情報提供を行います。
・日ごろの子育てについての聞き取りや助言を行います。

移行支援
・同法人の成人施設の見学、体験を行います。
・ライフステージ切り替えに合わせて引継ぎなど本人、家族がスムーズに
環境に適応できるようサポートします。

地域支援・地域連携
・相談支援事業所、他事業所との連携をもとに統一支援を提供していきます。
・他施設や地域の社会資源との関わりを促進し、有永放デイを広く知ってもら
うことで地域でお互いに助け合える関係性を築いていきます。

職員の質の向上
・年間活動プログラムに沿った安定的な活動を実施します。
・法人内外の職員研修（虐待防止研修等）に参加します。

本
人
支
援

・心身の健康を育むため健康状態(思春期含む）に合わせた配慮と日頃の生活状態を細かく観察し送迎時にお伝えすることで家庭や学校、他事業所との連携を図ります。
・有永寮で安心できる大人に見守られながら好きなことに納得するまで取り組み、スッキリ感を経験できるよう支援します。
・生活動作や身辺自立を促す活動を取り入れ、子どものチャレンジする気持ちやその動き出しをサポートします。小さな出来たを積み重ね、自己肯定感を育みます。

・麻機地区の自然豊かな立地を生かし、散歩や運動活動、生き物探し等を積極的に行い、身体機能および心の発達を育みます。
・サーキット運動やダンス、音楽遊びを提供し、感覚統合の視点で日々成長する体の感覚、その使い方を知ることができるよう行動を細分化し、丁寧に支援していきます。
・感覚に働きかけ、好きな事には可能な限り満足できるまで経験してもらい、苦手な事にはその対応方法や「これなら大丈夫」を一緒に考えます。

・子どもの発達段階に合わせて、興味のあるもので楽しみを持ちながら数や文字など学習支援（集団・個別）を行います。
・活動の進め方や伝え方、余暇の過ごし方などにおいてTEACCHプログラムを取り入れながら、視覚的に順序立て、構造化しながら不安解消や自立を促すサポートをします。

・子どもに合った支援方法で、言葉やサイン等を使い相手に気持ちを伝える楽しさ、気持ちを知る喜びを支援します。
・ルールのある遊びや伝承遊びを通して、集団の楽しさ、居心地の良さを感じられるよう支援します。
・「気持ち」や友達との適切なかかわり方をSST（ソーシャルスキルトレーニング）で支援します。

・「人から愛される人」を目指し、挨拶、感謝、謝罪、ヘルプを出すことをはじめ、子ども達が社会で生きていく為に必要なスキルを繰り返し練習します。
・年上のお兄さんお姉さんへの憧れや年下の児童へ優しく接すること等、異年齢集団の良さを最大限に発揮できるよう集団活動では役割を意識しながらグループ分けをした
り、共同作業を提供します。
・外出時、事前学習を行い、不安解消に努め、金銭のやりとりや公共マナーなど様々なシチュエーションを練習します。外出をただの楽しみで終わらせず、成長を促し達成
感を感じられる機会にします。

学校から車で5分のため十分な
支援時間を確保できます。

から 17 事業所から自宅

支　援　内　容

法人（事業所）理念

『奉仕の心』
①利用者が求める医療・福祉サービスを過不足なく、誠実かつ高潔に提供する
②地域社会・保護者・他機関・職員等との良好な関係を創る
③公正で透明性の高い健全な経営を行う

支援方針

・基本的な生活習慣の獲得と確立を目指します
・気持ちと行動をコントロールする力を育てます
・チャレンジする意欲と伝えようとする力を育てます
・子どもが主役になれる活動を進めます
・子ども同士の関りを大切にします
・個性を尊重し、苦手分野を少しずつ克服しながら得意なことを見つけ伸ばしていきます

営業時間

9 から 17

送迎実施の有無

学校から事業所

（別添資料１）

事業所名 有永寮障害児通所支援 支援プログラム 作成日


